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海運業の現状と課題

１．船員を取り巻く状況の変化 （単位：人）

昭和４９年 昭和６０年 平成１２年 平成１７年

外航船員数 ５６，８３３ ３０，０１３ ５，０３０ ２，６２５

内航船員数 ７１，２６９ ５９，８３４ ３７，０５８ ３０，７６２

漁業船員数 １２８，８３１ ９３，２７８ ３５，８５７ ２８，４４４

そ の 他 ２０，７１１ １７，５４２ ２１，５７５ １９，９２６

合 計 ２７７，６４４ ２００，６６７ ９９，５２０ ８１，７５７

２．一定規模の日本船舶・日本人船員の確保は喫緊の国家的課題（外航船舶）

、 、 。わが国における貿易量の９９％ 国内輸送量の３９％は 船舶による海上輸送である

日本が海洋国家として、また、貿易立国として今後とも持続的な成長を続けるために

は、海上輸送が不可欠である。そのために必要とされる外航日本船舶数・日本人船員数

は約４５０隻・約５，５００人とされている。

しかしながら平成１７年の現状では外航日本籍船舶数は９５隻、船員数は約２，６０

当面今後１０年間で日本人外航船員の確保目標とされてい０人に減少している。また、

を商船大学、商船高専卒業生だけで確保することは困難であり、水産海洋る１３００名

系高校の専攻科修了生が必要と言える。 （単位：隻）

昭和 年 昭和 年 平成１年 平成６年 平成 年 平成 年47 55 12 17

日本籍船 １５８０ １１７６ ５３２ ２８０ １３４ ９５

３．内航船舶、船員不足の状況

内航船においては、高齢化に加え従来のように外航船員、漁船員等から転向する者も

望めないことから後継者不足と即戦力となる船員の不足が深刻化している。

内航船員約３０，０００人の約４割が水産海洋系高校の卒業生であり、内航海運界に

おいて水産海洋系高校の果たす役割は大きいものがある。

船員の年齢構成については４５歳以上の占める割合が６４％と高齢化が著しい。この

ような状況は、安定的な海上輸送の確保の観点から憂慮すべき事態である。


